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デ ンマークにおける子 どもケアと学校教育の連携について

沢 広 あ や

【要 旨】

本論文では、デンマークにおける子どもケア(1と 学校教育の発展の中で、近年両者をつなぐ新 しい試みが行われ

ていることに注目し、その背景と具体的な取 り組みについて検討するものである。デンマークでは他の欧米諸国と

比較 して子どものケア制度が発達し、多くの子 どもが就学前後にわたってケア施設を利用 している。ケア施設はこ

れまで学校とは異なる独自の社会的役割を担ってきたが、近年では、学校教育においても、改革を通じてケア施設

と活動目的や目指すべき方向が近 くなってきてお り、両者はB常 的なレベルで連携するようになってきている。そ

してこの連携を支えるのが、ケア施設で働 く専門家のペダゴウ(padagog)であ る。彼らが学校教育の中でどのような

役割を担っているのか、また連携が子 どもの学習や生活にどのような意味を与えるのか、という点に注 目し、連携

の意義と可能性について考察している。

はじめに

デンマークでは、他の欧米諸国と比較 して子 どもケア制度が発達 し、多 くの子 どもが就学前後 にわたっ

てケア施設を利用 している。 また、ケア施設で働 くペ ダゴウ(padagog)は 、高等教育 レベルの専門教育 を受

けてお り、彼 らが子 どもケアを担 っている。ケア施設及びペ ダゴウの歴史は古 く、学校教育 とともに子 ど

もの生活に深 く関わっている。 しか し近年、 これ まで別々の組織であった学校 とケア施設 をつなぐ試みが

行われ始めている。具体的には、学校の中にケア施設で働 くペダゴウが入 り込み、授業を担当 した り、子

どもの様子について教師 と話 し合ったりする とい う。 これまでは全 く異 なった目的をもっていた学校 とケ

ア施設が、ペダゴウを介 して連携 をとるようになったのであ る。

しか し、この ような取 り組みは突然行 われるようになったのではない。本来な らば全 く別の役割 を担 っ

ていると思われる学校とケア施設は、社会の変化 とともにゆっ くりとその目的を変化 させて きている。

それでは、デ ンマークの学校 とケア施設の役割や目的は どの ように発展 し、そして、両者の目的の違いは

どのような方向 を向いているのだろうか。 これらの点に注 目し、本論文では学校教育 と子 どもケアをつ な

ぐ役割を担 うペ ダゴウの具体的な活動にも触れなが ら、教育 とケアをつなぐ活動の目的と方向性について

検討する。

先行研究と本研究の意義

デンマークの子 どもケア制度については、い くつかの先行研究がある。一方、ペダゴウに関す る研究は、

まだあま り十分には行 われていない。例えば、デンマークの就学前の子 どものためのケア制度に関 しては

山本(1998、2002)に 詳 しいが、ペ ダゴウの具体的 な役割については述べ られてお らず、ケア制度 も主 に

就学前が中心である。また、林Q998、2000)は 、 デ ンマークのペ ダゴウについて、現地での調査にもと

ついた研究を行 っているが、ペダゴウを就学前の子 どものケア施設で働 く者 として限定 してお り、就学児

童 をも対象 とした役割があることまでは明 らかにしていない。一方デンマークの学校教育 に関する研究も、

そのほ とんどが視察 にもとついた報告書 や学校教育制度 についての概要(中 嶋、1985)、 歴 史(松 村、

1976)に 関する研究にとどまつている。

そ こで本研究では、まず、デ ンマークの子 どもケア制度の特徴 について、欧米 を中心 とした他の国々 と

比較 してその特徴を描 き出 し、ケア制度が杜会の中で どの ように位置づけられてきたかを明らかにす る。

次 に、子 どもケアと学校教育それぞれの社会的役割 の変化と近年の特徴について整理 し、それぞれの役割

が明確 に区別 されていた状況から、互いに歩み寄る ようになってきた現状 について整理する。そして、な
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ぜケア制度の もとで働 くペダゴウが、今 日、学校教育現場で活躍することになったのか、そ して彼 らが学

校教育の場で果たす役割 とは何か、それは教師の役割 とはどのように異なるのか、 とい うところまで踏み

込んで述べてい く。

1.子 どもケアに関する国際比較

(1)ケ ア サ ー ビスの特徴

子 どもケア及び子 どものいる家族に対する各国の制度はそれぞれ大 き く異なっている。デ ンマークは一

般的には他 の北欧諸国 と制度が類似 しているため、その特徴が ひとくくりに して述べ られることが多いα

では、ヨーロッパの中で も北欧諸国の子 どもケア制度 にどの ような特徴 があるのか、複数の研究に よる分

類 をもとに簡単 に述べたい。

まず、ペ ン(1998)に よる と、 ヨーロ ッパ諸国の子 どもケア制度は、一般 的に4つ のパ タ、一 ンに分類 され

るという。彼女によれば、 ユ)ユ ニバーサルな福祉政策に もとつ く北欧諸国、2)教 育制度 をベースとし

たスペ イン、イタリア、3)3歳 以 下のケア制度 と3歳 以上の教育制度をはっきり区別す るフランス、ベ

ルギー、4)ケ ア制度 と教育制度が部分的 に重複 しなが らも、サービスは一貫性がな く分断 されているイ

ギリス、アイルランド、オランダな どというように分類 される。ペ ンによって提示 されたこの分類 は、彼

女がEuropeanCommissionChi萱dcareNetworkに お いて、各国の子 どもケア制度の特徴を調査 し、それぞれの

比較 を行 って明 らかにしたものである。

次 に、公的なケアサー ビス とそのサー ビス を受ける子 どもの年齢 との関係について、アン トネンとシピ

レ(1996)に よる分類 を見てみる。彼 らはヨーロッパ諸国において、公的な子 どもケ アサ ービスが どのよう

に分類で きるか、また各国が3歳 以下の子 どもとそれ以上の子 どもに対するサービスにおいて、公 的な責

任 と私的な責任 の境界線 をどこで引いているのか、という視点か ら分類を行 っている。その分類によれば、

1)3歳 以下から就学児童 まで全体的に多 くのサー ビスが利用できるデ ンマーク、フィンランド、スウェ

ーデ ン、2>3歳 以 下か ら就学児童 まで全体的に限 られたサービス しか利用で きないポル トガル、スペイ

ン、アイルラン ド、 ドイツなど、3)3歳 以 下の子 どもには多 くのサービスがあるが、就学児童 には限 ら

れたサービス しか提供 されないフランス、ベルギー、イタリア、4)就 学児童 に対する公的なサー ビスは

多いが、3歳 以下の子 どもに対する公的なサービスは限 られており、期間が短いというオランダ、イギ リ

ス、 ノル ウェーとい う区別を行 っている。この分類 によって、アン トネンらはノルウェーを除 く北欧諸国

が、公的な子 どもケアサービスを年齢 に限らず提供 しているのに対 し、例 えばポル トガル、スペインなど

は家族 によるケアモデルが特徴的である と述べている。

(2)家 族 政策 と子 どもケアの関係

公的な子 どもケア制度がどの程度供給 され、また私的な責任あるいは家族 による責任がどの程度求め ら

れて㌣・るのか、 とい う区分は、各国の家族政 策を参照 するこ とで も明 らかにで きる。例 えば、 コル ピ

(2000)は 、 「ジェ ンダー と階層が どの程度不平等のモデルに貢献す るか」 とい う論文の中で、福祉国家 が

家族政策にどのような関わ り方 をしているか という議論 を行っている。 コル ピはその中で、3つ の典型的

なジェンダー化 された家族政策モデルを提示 している。即 ちそれは、1)一 般 的家族サポー ト型、2)共

働 き家族サポー ト型、3)市 場優先型である。一般 的家族サポー ト型では、古典的な性役割に もとつ く家

族形態 をモデルとした公的支援が行 われ、共働 き家族サポー ト型では、両親 ともに労働市場に参加 してい

ることを前提 とした公的支援が なされている。そ して市場優先型では、個人が私的に子 どもケアの問題 を

解決する ことが求め られているとい う。コル ピは18ヶ 国の家族政策の中から、主に、3歳 以下の子 どもの

公的ケア制度、有給 の産児 ・育児休暇制度、就学児童のケア制度な どを取 り上げて比較 し、各国の制度 を

分類 している。それによると、共働 き家族 を最 も支援する制度 を持 つ国 として、まず北欧諸国が挙 げられ

ている。また、一般的家族サポー ト型をフランス、ベルギー、 ドイツな どとしている。 さらに、市場優先

型の国々 として、 イギリス、 日本、アメリカなどを挙げ、これらの国々は共働 き家族 を最 も支援 していな
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い と結論付 けている。

これらの分類 によって、北欧諸国の子どもケア制度の特徴は以下の ように説明で きる。

1)教 育ではな く福祉や家族政策にもとついた政策である

2)子 どもの年齢 に関係な く公的なサービスを整えている

3)家 族政策(子 どものケア制度を含む)が 共働 き家族 を前提 としている

2.デ ンマークのケア施設の発展

(1)ケ ア 施設 の発 展

次 に、デンマーク社会でケア制度がどの ように発 展 して きたのか とい うことについて、簡単 に整理す

る。 まず、子 どものための施設は、 もとも、と19世 紀 に貧 しい家庭の子 どもを、親が働いている昼間に預か

る保護施設 として、都市を中心 に設立 されていた。一方で1870年 には、裕福 な家庭の子 どもが昼間教育 を

受けるのを目的として幼稚園が設立されている。これ らの幼稚園は、 ドイツの フレーベルやイタリアのモ

ンテ ッソーリの影響を受けた人々によって設立 され、独 自に運営 されていた。・その後1902年 には、子 ども

の家庭背景 に関わらず、全ての子 どもが利用することを目的 とした幼稚園がコペンハーゲ ンに設立 される。

この幼稚園 もフ レーベルの影響 を受けた人々によって設立 され、い くつかの職業組合や政党 によって支援

を受けて始め られている。

これらの幼稚園はやがて国の支援 を受けて運営 されるようになる。1920年 代 から40年 代 にかけては、国

の予算案の中に施設の運営費だけでな くく新たに施設 を設立するための費用 も認められるようになった。

しか し、本格的 に国による支援 を受け運営 されるようになるのは第二次世界大戦後であρた。

1950年 代 か らは、多 くの女性が労働市場 に参加 し、それに従ってます ます多 くの子 どもが、昼間施設に

預け られる ことになる。それ と並行 して、デンマークでは福祉国家設立のための様 々な法律 が制定され、

労働者のための権利、特 に女性のための権利が法律で認め られるようになる。多 くの女性が労働市場 に参

加するようになったこととこれ らのことが合わさり、デ ンマークでは、特 に1960年 代 から70年 代 にかけて、

子 どものための公的なケア施設の数が増大するようになる。

(2)生 活 支 援法

そ して1976年 には生活支援法(Lovomsocialbistand)が 施 行 される。この法律は石黒 によると、「社会

サービスの対象 を 『高齢者』 『児童』などのカテ ゴリー別に分ける方法 から国民すべてをサ ービスの対象

とする方法に転換」 した画期的な法律である(石 黒199939頁)。 この生活支援法では、子 どものケアにつ

いて、各 自治体がケア施設を必要とす る子 どもに対 してそれを整備す ることを保証す ること、そのサービ

ス内容 について責任 を負 うこと、そ して障害者やその他特別な支援が必要 な子 どもを含む、全ての子 ども

の支援 となるサービスを提供することなどを定めている。 また、生活支援法では、この法律 にもとつ く支

援 は、それを受ける個々の対象者のニーズや状況 をもとに提供 されるべ きである と規定 している。つま り、

子どもが両親の就労の有無 や一人親家庭など、家庭の状況 に応 じて、全て一定 レベルの社会的サービスを

受ける権利が保証 されているということである。 このように、子 ども自身が独立 した存在 として政府から

必要な支援 を受けられるとい うことが生活支援法に定め られた。 この生活支援法が定められた頃から、ヶ

ア施設の役割が変化 し始める。

(3)・ ケ ア施設 の役割の変化 と近年 の傾向

1960年 か ら70年 代 にかけて子 どものためのケア施設が増加 した背景 には、既 に述べたように、ますます

多 くの女性が労働市場へ参加するようになったことと関係がある。これは独 身女性 だけでな く、既婚女性

も、子 どもがいても引き続 き労働市場 に参加 していることを意味 している。ケア施設がで きた当初は、そ

の目的 として、母親の子育ての責任を代わ りに引 き受けるものであ ったが、その後は 「労働市場の発展」



152 沢 広 あ や

と 「親の生活、権利の保障」(Winther1999p.81)の ために必要 とされてきた。そ して同時に産児、育児休

暇や児童手当制度など、子 どもを育てる家族 に対す る様 々な社会制度が整えられてい く。これらの制度 は

結果的には共働 き家族 を想定 した ものとなる。そ して子 どものケアは、 もはや母親の代わ りという役割で

はな く、親の権利、または家族の権利 と して位置づけられるようになる。

1990年 代 に入ると、今度は子 どもケア、特 に就学前の子 どものケアは、子 どもの将来の教育機会の もと

となる重要な時期のケア として世界的に認識 されるようになる。そ して、単 に子 どもを親が仕事 をしてい

る間に預 ける場所 として位置づけるのではな く、子 どもへの教育的影響や、将来の様々な能力 を発達 させ

るための重要な期問として位置づけられて くる。デ ンマークにおいてもこのような影響はみられ、例えば、

保育所の指導要領を規定する動 きや、幼稚園学級 を1年 生ヘスムーズに移行するための準備期 間として位

置づけ、遊びの中にアルファベ ッ トや計算の練習を取 り入れるな どの動 きがでてきている。

さらに学習面だけでな く、子 どもの社会性 を養うとい う面か らも、早い時期 から同年齢の子 どもと生活

することが よい影響 を与 えるとも考 えられている。今日のケア施設の役割は、この ように、子 どもの様 々

な能力 を発達 させ るための場 として認識 され、「子 どもを中心 に」 とい うスローガンをもとに行 われてい

る。それは、就学前後の時期 を子 どもの発達の重要な時期 と捉 えた考え方をもとにしているといえる。

(4)今 日のケア施 設の種類 ・

現在デ ンマークには様 々な子 どもケア施設がある。1998年 で は1歳 か ら3歳 の子 どものうち、家庭的保

育(2の 利用が45%、 統 合保育所、共同保育所が14%、 乳幼児託児所が12%で あ る(3。3歳 か ら5歳 まで

の子 どもで保育所 を利用 しているのは58%、 統 合保育所、共 同保育所が33%で あ り、この年齢 になると、

実に90%以 上 の子 どもがケア施設 を利用 している(OECD2001)。 そ して早ければ5歳10ヶ 月 からフォル

ケスコー レ(fdkeskole)(4に 設 置されている幼稚園学級(bornehaveklasse)に 入学す ることがで きる。一

般的には子 どもは満6歳 頃から幼稚園学級 を利用するが、この利用率は98%で あ る。

幼稚園学級は午前 中で終了するため、午後 は地域 にある 「余暇の家」 と呼ばれる学童保育所や、統合保

育所、または学校内に設置 されている学童保育所で、夕方親が迎 えに来るまで過 ごす子 どもが多い。 これ

らの放課後施設は 自治体によってその種類が異なるが、利用で きるのは、概ね幼稚園学級か ら3年 生 まで

の子どもである。就学児童対象のこうしたケア施設は、1990年 には6歳 から9歳 の子 どもの43%が 利用 し

ていたが、2000年 に は79%へ と大幅に上昇 している(DanmarksStatistik,2002)。 利 用する子 どもの数が増

加 してい る背景には、多 くの親がパー トタイムも含めて働いていること、家族形態や親の役割観の変化、

そ して、子 どもの社会性や様 々な能力を発達 させ るため には、ケア施設を利用することが よいと考 えられ

ていることな どが挙 げられる。

3。 学 校教育制度 とペ ダゴ ウとのつ なが り

(1)学 校 教育制度 の変遷 と近 年の傾 向

デ ンマークでは1972年 に9年 制の学校制度が確立 した(5。 フォルケスコー レでは、幼稚 園学級 から10

年 生までが設置 されている。幼稚園学級 と通称0年 生 とも呼ばれてお り、子 どもが保育所での生活か ら学

校での生活 に慣れるための期間と して位置づ けられている。 また、10年 生は、例 えば将来の進路選択にも

う少 し時間を要 した り、中等教育機関(普 通科高校、商業 ・工業高校 など)へ 入学する前にまだ十分学べ

ていない生徒のための ものである。幼稚園学級、10年 生はともに選択制であるが、近年では幼稚園学級で

g8%、10年 生で も60%の 子 どもが通っている(Undervisningsministeriet,2000)。

1972年 に現在の ような9年 制の学校制度が確立されたが、 まだこの当時は8、9年 生のい くつかの教科

では、生徒 をレベル分け して授業が行 われていた。1975年 の フォルケスコー レ法の改定で もこの レベル分

けの方針は残 ったが、 この頃か ら学校教育において、子 どもたちに民主的な教育を行おうという動 きが起

こってくる。例えばイェラング(1996>に よる と、1956年 の学校改革時には 「生徒の能力や素質を発達 さ

せ、被 らの特 質を強化 し、有用な知識 を与える」 という旧来の教育観 にとらわれていたが1975年 の法律で
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は、その第一条にミ生徒が 「個々人の全体的な発達 を助けるために必要な、知識、能力、物事に取 り組む

方法、そ して表現方法を獲得で きる」可能性 を持 つべ きであ り、学校 は 「生徒が民主的な社会に参加 し、

共感で きるように準備 し、共通の課題解決に向けて、責任 を持てるようにすること、そして、授業や学校

での日常生活 は、知的自由 と民主主義 に則っていなければならない」 と定めている(Jerlangl996,p.219)。

そ の後1970年 代 後半か ら80年 代 にかけては、経済成長の低下、失業率の上昇、科学技術 の進歩 などから、

人々は学校での教育 に、社会で有用な人物 となるために必要なことや、専門性を重視 した教育を期待する

ようになった。 また同時 に高等教育 を受けることを目的 に、普通科高校やその他の後期中等教育機関へ進

学する者の割合 も増加 して くる。 しか しその一方で、学校の時間割や構造については、イェラングによる

と 「重930年代 の もの と驚 くほど同 じ」(Jerlangl996,p.220)で あ った。学校の時間割や構造 については、

1990年 代 のフォルケスコー レ法の改正で議論 されることになる。

1993年 に改正 されたフォルケスコー レ法では、各教科の枠組みを超 えた学習を重視するようになる。さ

らに、生徒個人の能力開発に焦点が当てられ、一人ひとりの子 どもの能力に応 じた指導や、多動性の子ど

も、学習障害がある子 どもなどを少人数のグループに分け、専門の教育を受けた教師 を配置するなどの方

法 もとられるようになった。 このように、これまでのクラスや授業の枠組み、教科の編成 に手 を加 え始め

たのが1990年 代 の教育改革の特徴である。この背景には、例えばエーゲルン ド(2001)に よれば、90年 代

に入 り、子どもたちが学校で十分 に学んでいない という議論がデンマ ーク社会全体に起こってきたことが

挙 げられる。その一方で、現代社会は変化が激 しく、 これまでの ように 「知識が もはや指導者 に集中 した

ものではな」 く、人々が仲間 と協力 した り、専門分野 を超 え、多方面にわたるコミュニケーシ ョンができ

た り、創造性や、新 しい分野 を学ぶ能力と意欲があることが必要になってきている。そのため、これまで

の ような学校 の授業や教科の枠組みを改め、社会の中で必要 とされる能力 を養 うのに適 した、新 しい学校

の枠組みを作 り出そうというねらいがあるという。2000年 代 に入ってからも、多 くの 自治体では、新たな

学校の枠組みや授 業形態によって、子 ども一人ひと.りの適性 や能力に応 じた教育を行 うプロジェク トを立

ち上げている。

(2)学 校 内 で活動 す るペ ダ ゴウ

ペダゴウとは既述の ように、就学前及び就学児童 を対象 とした専門職であ り、子 どもの生活を支援 し、

養育することを目的 として主にケア施設で働 く職員の総称である。 日本の保育士 と異なる点 は、ペダゴウ

が担当できる子 どもの年齢が0歳 から18歳 までであり、就学前だけでな く、`就学児童や障害及び精神的に

問題 を抱 えている子 どもも対象 としている点である。

ペダゴウを養成するための機関は、1930年 代 に初めて設立 されているが、それらも当初は、フレーバ ル

やモンテッソーリの思想 について学んだり、影響 を受けた人々によって設立 された ものであった。これ ら

の養成機関は、設立当初か ら運営費の一部を国から支援 されてはいた ものの、教育課程や運営に関 しては

独 自に行 っていた。その後ペダゴウ養成機関が公的な教育機関 となったのは1950年 代 である。1951年 に乳

幼児専門のペ ダゴウ養成課程、1953年 に保育所、学童保育所のペ ダゴウ養成課程が公的な教育機関 となっ

ている6今 日では、 これまで別個 に存在 していた養成課程、即 ち、乳幼児託児所、保育所、幼稚園学級 の

担任、学童保育所、青少年クラブ、そ して障害を持つ子 どもや児童養護施設でそれぞれ働 くペダゴウの養

成課程の区別が廃止 され、全て統一 された。現在ではペ ダゴゥ養成課程で3年 半の教育(内 藍5ヶ月の実習

を含む)を 受け、最終的に自分で専 門を選ぶ とい う方法が とられている。

さて、本論文で扱 うペ ダゴウは、主 に学校内で活躍するペ ダゴウである。具体的には、幼稚園学級 を担

当するペ ダゴウと、学校内に設置 されている学童保育所や、地域にある 「余暇の家」 と呼ばれる学童保育

所で働 くペダゴウである。幼稚園学級 を担当するペダゴウ(以 下、'幼稚 園学級担任)は 、幼稚園学級の子

どもたちの普段の授業 を担当 しているので、 どちらかといえば教 師と近い役割 を果た しているといえる。

80年 代か ら90年 代 にかけて、幼稚園学級は子 どもが保育所での生活から学校での生活に慣れるための重要

な期間として位置づけられるようにな り、それに伴 って、保育所のペ ダゴウや1年 生担当の教師 と緊密な

連絡関係 をとるような取 り組みを行 うところも出て きている。幼稚 園学級担任 は普段、授業 を担当 し、教
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師 と同 じ職員室を利用 している。彼 らはペダゴウではあ っても、教師として 自らの役割を認識 して いるこ

とが多い。

一方
、学童保育所で働 くペ ダゴウ(以 下、学童ペダゴウ)は 、就学児童 を対象 にしたケアや レクリエー

シ ョンを担当 している。彼 らの活動は、例 えば木工や粘土細工、裁縫、料理、スポーツ、様 々な種類の遊

びやテーマに沿った活動な どである。そ してそれらの活動 は学校 とは完全 に区別 されてお り、学童保育所

が学校内に設置 されている場合で も、教師と学童ペダゴウが 日常的に交流 した り、意見を述べ合った りす

るということはほとんど行 われてこなか った。 しか し、90年 代の一連の改革の中で、2つ の組織が子 ども

の生活に一貫性をもたらすことを目的として協力 し合 うこととなる。

(3)就 学 前後 の教育 とケアの連携

就学前後の教育 とケアがどのような連携 を行 うことになったか を述べる前に、連携が行 われるようにな

った背景 と考 えられるい くつかの理由を取 り上げてみたい。その一つがある学力調査の結果である。1994

年 に北欧4ヶ 国の学力比較調査が行われ、デ ンマークの10歳 児の学力、特 に読み書 きの能力が最下位であ

った、 とい う結果が出ている(Olsen,200D。 それ以降デ ンマークでは、低学年や幼稚園学級での教育内

容.に関する議論が活発 にな り、近年では、これまで任意であ った幼稚園学級の就学を義務付 けるべ きだ と

いう議論や、幼稚園学級の授業のガイ ドラインを教育省が作成するべ きだ、 という議論がおこっている。

以前は読み、書 きの学習は1年 生 に入るまでは行われなかったが、近年では幼稚園学級 を1年 生へ の準備

期間 として位置づけ、時間をかけて基礎 を作 る段階と考 えている学校や教育蘭係者は多い。

さらに、1996/1997年 に は、全国調査 『落ち着 きのない子 どもたちについての調査』が全国的に行われ

ている。 この調査の結果、学校の規模や都市、地方に関わらず、幼稚園学級 と1年 生で教師やペ ダゴウの

話が聞けず好 き勝手な行動 をする子 どもの割合が最 も高いという結果が出ている。これ ら落ち着 きのない

子 どもの特徴 としては、「集中力が他 の子 と比べて弱い子」「学力的に弱い子」 「家族の事情 などで情緒不

安定な子」な どが挙 げられ、また移民や難民の子 どもなど、家庭 と学校 との文化 に著 しい差がある場合も、

落 ち着 きがないことがあると述べ られている(Egelund,1997)。 これ らの ことから、学校は 「子 どもの し

つけを も引 き受ける必要性が高まっている」 と言われ、「学校の授業において、社 会的な問題 を扱 うこと

によって、授業がスムーズ にすす む」 と多 くの学校が判断するようになって きているとい う(Zeuner,et

a1.2001,p130)。 これ ら90年 代 半 ばごろか らの調査結果な どを踏まえ、特 に学校入学前後の時期 にある子

どもの学習、生活へ の関心が本格的に高まったのではないかと考 えられ る。

フ ォルケ ス コー レ2000

学童 ペ ダゴウが学校の教師 と協力す ることになった最 も大 きなきっかけは、匪997年の教育省、 自治体連

合、教員組合による 「フォルケス コーレ2000」 というプロジェク トである。 このプロジェク トには学校改

革の課題 として8つ のプログラムが掲げられてお り、全国から蓋70の市(6が 参加 している。そ してこの中

で最 も多 くの市が優先的に取 り組んだのが 「重点5.良 いスター トを一 共通の基盤"Fokuspunk6.Eng(xI

start-detfa藍垂esgrundlag"」 という、就学前後の子 どもに関するプログラムであった。 このプログラムでは、

幼稚 園学級担当のペダゴウ、低学年担当の教師、そ して学童ペダゴウが、学校の授業 を含む様々な活動 に

おいて、 より積極的に協力 し合い交流を深めてい くこととなった。

具体的な連携の形態は大 きく2つ に分けられる。それ らは1)乳 幼児施設 と学校 との関係 、2)学 校入

学後 の授業 と放課後との関係 である。1)で は、就学前 の子 どもが、約5年 間ケア施設を利用 した後学校

に入学するというパター ンが一般的であることか ら、学校 と保育施設相互の関連を意識 し、共通の目的を

持って対話や より調和の取れた協力を行 う必要性がある としている。一方2)で は、低学年の子 どもの授

業時間がほとんど午前中で終わるため、学校での授業時間とほとんど同 じだけ学童保育所で過 ごしている

という現状か ら、学童保育所が子 どもの生活に与える影響は大 きいと考えられている。そして、学校の授

業 と学童保育所での活動が、子 どもにとって より良い学習、発達条件 を形成するための もの として、互い

に子どもの最善の発達 を保障するために、より一貫性のある枠組みを形成 しようとい うのがねらいである。
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本 論文では紙幅の都合か ら、特 に2)の 学校 入学前後の授業と放課後 との関係について、学校で活躍する

ペダゴウが教師と具体的にどのような連携を しているのかを中心 に述べてい く。

学 校 と放課後 をつ な ぐ取 り組 み

連携のパターンは2つ あ り、一つは年に数回、教師(幼 稚 園学級担任含む)ど 学童ペ ダゴウが共同で会

議や学習会を開 き、子 どもの様子について話 し合 うというものである。そ して もう一つは、 日常的に、学

童ペダゴウが学校の授業に参加 した り、教師 と一緒 に授業を行った りするという取 り組みである。これは、

例 えば教師が教科指導 に集中 して授業 を進める一方で、学童ペ ダゴウは子 どもたちが授業中にうまくやれ

ているか、友達関係 はうまくいっているか、といった点に注意 している。

学童ペ ダゴウが 日常的に授業 に加わる学校では、これまでの授業時間を増加 させ、低学年で も午後2時

頃まで延長 しているところが多い。これは単 に授業時間を増や したということではない。学校 の時間を延

長 したことにより、休み時間を連続1時 間 とし、子 どもたちが十分遊 びに も集中で きるようにということ

も考慮 されている。また、学童ペ ダゴウが授業 を担当する中には、・様 々な遊びの要素が含 まれるが、遊び

と学びを組み合わせ、子どもが これまでの ように、机 に座って与 えられた課題を同時 に行 うというパ ター

ンとは異なった学習形態 もとられている。 さらに授業時間 も、45分 で区切らずに例えば90分 連続すること

で、一つの教科 に集中 して取 り組めるような試み もなされている。

4.具 体的な取り組みから

ケア施設の発展 と学校教育制度の変化お よび近年の傾向について述べて きたが、具体的にはフォルケス

コーレでは どの ような取 り組みが行われているのだろうか。筆者は既に述べた 「フォルケスコー レ2000」

の 取 り組み を採用 した 自治体の中からい くつかを選び出し、実際 に訪問 してその取 り組みについて調査 を

行 った。以下はその調査 によ6て 明 らかに したことである。

・調査 の概要

筆者は2002年3月6Bか ら3週 間デンマークに滞在 し、5つ のフォルケス コーレを訪問 している。 これ

らの学校 は、保育所 と学校 との連携 を行っている学校 か、学校 と学童保育所が連携を行っている学校であ

る。筆者は各学校に2、3日 ずつ滞在 し、幼稚園学級 と低学年の授業、学童保育所の活動 を観察 した。そ

して幼稚園学級担任、低学年担当の教師、学童ペ ダゴウらにインタビューを行っている。

インタビューではまず、授業や放課後の活動を観察 した後、その内容について質問することか ら始めた。

そ して幼稚園学級担任 と低学年担 当の教師には、保育所や学童保育所 と連携 を始める前 と後で何か変化が

あったか、その変化は どの ような影響 を及ぼしたか、問題点は何か とい う点 を中心に質問 した。 また筆者

は同様の質問を学童保育所のペ ダゴウにも尋ねた。特 に学童ペダゴウには、彼 らが学校の中で活動するこ

とにどのような印象や考 えを持っているか とい う点について尋ねた。 インタビューは全てデ ンマーク語で

行い、筆者 自身がインタビューの内容 を録音 し翻訳 している。インタビュー対象者の名前 は全て匿名 とし

ている。なお、本論文では、紙幅の都合上一つの学校の取 り組みについて述べ、その後他の学校の教師や

ペ ダゴウらによる発言を取 り上げて検討 してい くこととする。

(1)ヴ ァ イ レ市の 「全 体学校」 取 り組 み概要

ヴァイレ市 はユ トランド半島の東側 に位置 し、人ロ約5万5000人 で ある。 ヴァイ レ市では1990年 代 始め

頃からい くつかの学校 や保育所、学童保育所 などで、教職員や子 ども同士の交流 を行 っていたとレyう。90

年代 後半 になってフォルケスコー レ法の改正や 「フォルケス コーレ2000」 プロジェク トなどにより、市の

教育局でも就学前後のケア施設 と学校 との連携 について関心が高 まった。そ して1999年 に学校 を中心 とし

た就学前後 の連携 に対 して予算 を計 上 し、3つ の学校で試験的に取 り組みを開始 した。 この取 り組みは
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「全体学校(Helhedsskolen)」!7と 呼 ばれる。「全体学校」が開始される と、す ぐにヴァイ レ市の他の学校

で も関心 が高 まり、市は2002年 か ら全てのフォルケスコー レで 「全体学校」の取 り組みを取 り入れること

を決定 した。

ミュルホル ムスコ ー レの取 り組 み

ヴァイ レ市にある ミュルホルムスコーレ(MolholmSkole)は 、児童数596人(2002年 〉 で市内では比較

的大 きな学校である。「全体学校」 は、幼稚園学級 から3年 生 までが対象で、1年 生か ら授業時間の約半

分を学童ベ ダゴウが担当 している。 またこの学校 は 「全体学校」で学校 と学童保育所が効果的な協力を行

えるように、低学年の教室の隣に学童保育所の一部の部屋と学童ペダゴウの事務室 を設置 している。これ

により、朝や休み時間に、学童ペダゴウたちは授業を担当 していない時でも、子 どもの様子を見た り、声

をかけた り、また一緒に遊んだ りで きるようになったという。

【「全体学校 」の朝 】

低学年のクラスでは、朝または終業時間に教師が一人ひとりの子どもに、放課後学童保育所に行 くかど

うかを確認する。何時に誰 と帰宅するか を子 どもに尋ね、それを書いた リス トを学童保育所 の事務室前 に

掲示する。この ことによって、学童ペダゴウは一人ひとりの子どもの予定 を確認 し、放課後 から帰宅時 ま

で責任を持って子 どもたちを預かることができる。また、教師も子 どもたちが放課後 どの ような生活をす

るのかを知る機会になる。

【「全体 学校」 の授 業】

「全体学校」では一週間の授業時間は30時 間である。 これは 「全体学校」を採用 していない学校 に比べ

て5時 間から10時 間多い。午前中で授業が終 わるのが一般的である低学年 にとって、午後2時 まで授業が

あるというのは、かな りの時間増である。この うち約半分は学童ペダゴウが担当 している。学童ペ ダゴゥ

は単独で授業を担 当する時 もあれば、教師 と2人 で授業 をする時 もあ り、それは学習するテーマや内容 に

よって異 なる。学童ペ ダゴウは主に音楽や図画 ・工作 など創造的な教科を担当することが多い。一方教師

と一緒に授業をする場合 は、彼 らは子 どもたちが授業についていけているか どうか、問題 を抱えている子

どもはいないかな どに目を配 り、課題に取 り組めていない子 どもに寄 り添 って話を した り、一緒に課題 に

取 り組んだりしている。

ミュルホルムスコー レでは、授業時間を拡大 し、90分 をひとまとま りとすることもある。授業の区切 り

を少な くすることで、一つの課題 により集中 して取 り組め、学習 を深めることがで きる とい う。また、午

後からの授業を 「プロジェク ト/テ ーマ学習」 と名づけ、教師と学童ペ ダゴウが様 々な教科の内容 を総合

した授業をしている。ペ ダゴウの担当する授業では、子 どもたちは自由に友達の机の周 りを歩 き回って話

をした り、学童ペダゴウに飾 りや詩を見せに行った りしていた。学童ペ ダゴウは子 どもたちの前で何か を

全体 に向けて指導するというよりは、一人ひとりが取 り組んでいる様子 を見て、声 をかけていた。

【「全体学 校」 の休 み時間】

「全体学校」では、授業時間だけでな く、休み時間にも特別な意味がある とい う。ヴァイ レ市では、1

回 の休み時間を30分 か ら1時 間 とるように決めている。休み時間 を長 くすることで、時間を短 く区切って

いた時 よりも子 どもたちが遊 びに集中で きるように、というのがねらいである。 ミュルホルムスコー レで

も、午前中に30分 、昼に1時 間30分 の 昼食兼昼休みを設けている。休み時間は子 どもたちが友達 と一緒 に

遊んだ り、ひ とつの遊びか ら次の遊びへ と移 った り、喧嘩 を しても自分達で解決することがで きるだけの

時間が確保 されてお り、その ような時間 も 「全体学校」 で重視 されている学習の一つであると校長は語っ

ている。

～
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【放課 後お よびペ ダゴウの活動】

.「全体学校」が午後2時 に終わると、ほ とんどの子 どもたちは引 き続 き学校 内の学童保育所へ移動 し、

そこで親が迎 えに来るまでの時間を過 ごす。 ミュルホルムス コーレでも幼稚園学級から3年 生までの90%

以上 が学校内学童保育所を利用 している。

学童ペ ダゴウらは、「全体学校」のプロジェク トに加わる以前 は、午前中(8は 会議や午後の活動の準備

をする時間 としていた。 しかし 「全体学校」が始 まってからは、午前中にペ ダゴウも学校の授業に加わる

こととなり、授業に参加 しないペ ダゴウのみが、準備や会議 をした り、午後にやって くる子 どものために、

おやつを作って待 っている。一方、授業に参加 しているペダゴウも、放課後引き続 き学童保育所で子 ども

と関わっている。彼 らは午後2時 になると、教室か ら学童保育所に移動 してい く。このことは、彼 らが学

.校での子 どもの様子 と放課後の様子の両方を見 ることがで きるということを意味 している。夕方親が迎 え

に来た時には、学童ペ ダゴウは子 どもの放課後の様子 とともに、授業中の様子や教師の意見などについて

も、親 に伝えることがで きる。親 たちは、「全体学校」によって、学童ペ ダゴウか ら、授業 中や学校での

子 どもの 日常的な様子 を聞 くことがで き、満足 しているという。

子 どもたちは午後2時 になると、学童保育所の部屋へ移動 し、ペダゴウが準備 して くれたおやつを食べ、

その後 それぞれ好 きな遊びに取 りかかる。集団遊びや大人がリー ドするような遊びはほとんど行われず 、

子 どもたちがそれぞれ仲間と自由 に遊ぶのが一般的である。遊具にはゲームや塗 り絵、コンピュータなど

があ り、その他 にも音楽、木工、紙工作、手芸、絵画な どもできるように道具が揃 っている。子 どもたち

の希望や季節の行事 に合わせ て、様々な活動がで きる ようになっている。

【「全体 学校」 に対 する教師 やペ ダゴウ らの思 い】

この協力や子 どもの変化 について、教 師やペ ダゴウらはどのように考えているのだろうか。ある幼稚園

学級担任は 「全体学校」 によって、授業時間が増えた こと、学童ペダゴウや1年 生の担任 と協力 しなが ら

授業ができる ようになったことについて、以下のように語っている。

今まで誰 とも協 力せず一人で授 業計画 を立てて きたけれど、今は学童ペ ダゴウが来て週に13か ら14時 間

担当 して くれている。2人 で一緒 に子 どもについて話 し合 えることは良い機会 だと思 っている。「私はこ

う思うけ どあなたは?」 「私はこれが気になるんだけ ど、あなたは?」 という感 じで話がで きるか ら。そ

して授業時間が増えた ことで、子 どもたちを急がせな くてもよ くなったことも 「全体学校」 に変 わってよ

くなったことね。子 どもと一緒に十分な時間を持 って取 り組める し、子 どもたち も物事 をや り遂 げること

ができるようになったから。

そ して、1年 生の担任 との協力 についても、以下のように評価 している。

1年 生の担任が週に2時 間うちのクラスに来て、授業 を担当 して くれた り、子 どもたちと一緒 に昼食 を

食べた りしているの。その時 に私 と彼女は子 どもの様子 について話 し合い ます。1年 生 になる数 ヶ月前の

保護者面談の時には、彼女 も同席 して話 をして くれます。彼女は子 どもの状態について細か く色 々なこと

を聞いて くれるからとても協力 しやすい。子 どもたちが1年 生になってか らも彼女は しばらくの間は私の

ところに来て くれて、子 どもの様子について色 々尋ねていきます。

また、ある学童ペ ダゴウは、教師や幼稚園学級担任 との協力 について、以下の ように語っている。

教師 と学童ペ ダゴウは、それぞれ違 う視点で子 どもを見ているのです。それは大切 なこと。そうするこ

とで、子 どもの全体像が見えて くる。私達は子 どもの全体像 を教育の場面だけから得 ることはで きないで

しょう。子どもたちがどんなふ うに遊 んでい るか、友達関係は どうか、 うま くやれているか、などからも

見ることがで きる。
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上述の幼稚 園学級担任同様 、学童ペ ダゴウも2つ の異 なった視点があることで、子 どものことを多方面

か ら理解することにつながる と述べ ていることがわかる。では、教師 と学童ペ ダゴウの視点が どの ように

異なるのか、 とい うことについて、同学童ペ ダゴウは以下の ように答えている。

教師は子 どもに何か決 まったことについて教えるということが仕事。つま り教師は子 どもを客体 として

見ていて、課題 を見つけて教 えてい くとい う仕事。一方、学童ペ ダゴウは、子 どもを主体 と考 えて動 く。

この学童ペダゴウは、さらに、教師は計画 を立て、到達すべ き目標があ り、それに従 って子 どもを導い

てい くとい う仕事である一方で、学童ペ ダゴウはそのような方法には慣れてお らず、何か物事が起 これば

それにその都度対処する形で子 どもたちと関わる という方法 をとっている とい う。 しか し、彼 らが教室の

中で、教師 と協力 しなが らも授業を担当するということになると、その方法 だけを続けてい くわけにはい

かない。

私たちが授業で子 どもと関わる時、普段 とは別な方法で取 り組まなくてはいけません。授 業には計画が

あって、到達 しなければいけない目標の ようなものがある。`そうい うや り方 に私た ちは慣れていない。 こ

れか らは慣れていかな くてはいけないけれ ど。でも一方で教室には教師がいるで しょう。だか ら私たちは

違 った分野の専門家 として、その特徴 もいか さない といけない。そ して午後2時 になったら、学童保育所

での本来の活動が待っているのです。

このように、この学童ペダゴウは、本来ならば子 どもとの関係 は教師 とは異なるものであ り、それを生

かす ことで、2つ の異 なる視点か ら子 どもを理解することにつながる、 と述べる一方で、教室の中では、

既 に決まった時間の流れ方、あるいは大人と子 どもとの関係の持 ち方があ り、それ を受け入れた上で、独

自性 を発揮 しなければいけないと述べ ている。 さらに、午後2時 になると、 「本来の活動 が待 っている」

とい うことか らも、学校や教室の中での 自分たちの仕事 と、学童保育所での仕事 は、全 く同 じものではな

いと認識 しているようである。

(2)様 々 な教 師やペ ダ ゴウの発 言 か ら

以上、 ミュルホルムスコー レの取 り組み と教師、ペダゴウの意見 について述べて きた。筆者は既述のよ

うに、その他4つ の学校 と学童保育所を訪問 し、教師 とペダゴウらにインタビューしている。 ここでは紙

幅の都合上具体的な取 り組み については省略するが、他の学校で もミュルホルムス コーレと同様の取 り組

みが行 われている。そこで、 このような取 り組みを行 っている教師 とペ ダゴウの発言か らい くつか を取 り

上げ、連携 によって見 えて くる教師、ペ ダゴ ウそれぞれの役割 と、連携活動の中で期待 されているものは

何か、という視点か ら検討 を加 えていきたい。

教 師 と学童 ペ ダゴウ それぞれの役割

あ る学童ペ ダゴウは、市の行った 「『全体学校』によって子 どもの毎 日の生活 に一貫性が もたらさμる

ようになったか」 というアンケー トの中で、教師のほとん どが 「はい」 と答 えた一方で、学童ペダゴウの

ほとんどが 「いいえ」 と答えたという例 をだ して、以下の ように述べている。

「全体学校」 と言 うならば、本来は8時 か ら14時 までではなく、17時(学 童保育所が閉室する時間)ま

でのはずなんです。教師 と学童ペダゴウとは＼子 どもの生活時間の捉 え方が違 うのだと思う。だか ら 「全

体学校」 と言 った時にイメージするもの も違 う。教師にとっては14時 までがそ うであ り、私たちにとって

は17時 までなんです。このような考え方の違いを一つずつ確認 していかないと、教師とペダゴウは相手 を

誤解 して しまう。(V市 、学童ペ ダゴウ)
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これは、「全体学校」 というもの じたいが、学校を活動のベースと して、学童保育所及び学童ペダゴウ

を学校 という枠組み に部分的に組み込 んだ、とい うことと関係 している。つ まり、学童保育所での活動 は、

「全体学校」 という枠組みの中には完全には組み込まれておらず、学童ペ ダゴウの政課後の活動 や子 ども

の放課後の生活は、「全体学校」 という枠組みからはみ出 したもの となっているのである。また、・「全体学

校」では、学童ペダゴウが学校の授業に参加 しているが、例えば教師が放課後 に学童保育所へ出向 く、と

い うことは行 われてお らず、やや一方通行 な関係であるともいえる。学童ペ ダゴウ側か らすれば、学校で

の活動を補完する役割を負 わされている、という印象があるのだろう。

一方
、教師は学童ペダゴウが授業の中に関わって くることについて、以下の ように語っている。

学童ペダゴウたちは、子 どもがお もしろいと思 うものを知っています。そ してそれ を授業中にうまく取

り入れている。子どもたちもじっと机 に座 って強制的に課題 をさせ られるよりも、面白い とお もった こと

に自ら向かってい くとい うことから学ぶことは多いはず。(A市 教師)

また、この教師は、学童ペダゴウが授業に参加することによって、かえって自らの役割がはっきりする

ということを以下の ように述べ ている。

学童ペダゴウが教室 にいて、子 どもたちの様子に目を配 って くれることで、私は授業で教 えることに集

中で きるようにな りました。教 師は子 どもが どの くらい文章を読めるようになったか、算数の どのあた り

でつ まずいているか、ということを中心に考えます。 もちろん実際の授業では、教師 と学童ペ ダゴウの役

割 をはっきりと区別することはで きないけれ ど。学童ペダゴウと協力 してい く中で、それぞれの視点から

子 ども一人 ひとりに必要なことは何かを考えて、話 し合いを しなが ら子 どもと接 してい ます。(A市 教

師)

このように、学童ペダゴウが学校での活動を補完する役割を負っている、という印象 を持 っている一方

で、教 師の方は、これまでの教師だけの視点で はな く、学童ペ ダゴウの視点や彼 らの子 どもとの関わ り方

が、学校での活動 に生か されるようになった、と考 えてよ り多面的に子どもの様子 を捉 えることがで きて

いると理解 している ようである。そ して、学童ペダゴウによる援助 によって、 さらに自らの役割を明確 に

できる、 とも述べている。既に述べたミュルホルムス コーレの学童ペ ダゴウの意見の中にも、教 師とペ ダ

ゴウの子 どもに対する視点の違い と役割の違いが述べ られていた ように、学校 という舞台では、彼 らが一

緒 に活動するなかで、逆 にあえてその役割の違 いをはっ きりと意識することにつながっているとも言える。

(3)連 携 活動 の中 で期待 されるもの は何 か

連携活動が行 われるようになった背景と して、90年 代半ばに行 われたい くつかの調査結果が影響 してい

るのではないかと述べた。そ して具体例や教師、学童ペダゴウらの発言か らも明 らかなように、ペ ダゴウ

らは学校 とい う場において、子 どもの学習環境や学習活動に影響 を与えている様 々な面 に配慮する役割 を

担 っているようである。一方で教師の役割が従来のものとどの ように変化 しているのか、 とい う点は、 こ

の連携活動 だけか らはうかがい知ることはで きない。ただ、学校 で子 どもたちが十分に学んでいないので

はないか とい う議論や、実際の調査結果として達成度が低いという結果が出ているものの、再び以前 まで

の学習観や授業方法 に逆戻 りすることにはなっていない と言える。エーゲルン ド(2001)が 述 べているよう

に、現代社会の知識観が変化 し、社会の中で生 きてい くために必要な能力 も変化 して きている中で、学校

で子 どもが どう学ぶべ きか、 とい うことを考慮すると、これまでの学校の枠組みに固執することな く、逆

に子 どもの学習が どの ようにすれば促 進で きるのか、 とい うことを配慮 したのがこの連携活動である と言

えるのではないか。ペ ダゴウたちの中には、この取 り組みは、学校が教師を採用す るよりもペ ダゴウに仕

事をさせたほ うが、コス ト削減 につながるため に行われている、とい う意見 もある。教師 とペ ダゴウの給

与には多少の差があるのは事実である。また、サービスの重複 を避けるための政策のひとつであるとも言
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えるか もしれない。 しか し単 に教師の数 を増やすことよりも、放課後 日常的に子 どもと接 しているペダゴ

ウが、学校で も子 どもと関わ り、それによって教師や親たちと日常的に子 どもの様子について話をするこ

とがで きるという点 には大 きなメ リッ トがある といえるだろう。 さらに、大人側にとって も子 ど.もに何か

問題が起 こった時だけに話 し合うとい.う関係ではな く、日常的に子どもをきっかけに して互いに話をする、

ということは、相互理解 につながるとともに、子 どもの生活環境に もより一貫性をもたらすことにもつな

がる。学校で教師が連携 する相手が別の教師ではなく、ペ ダゴウであることの意味は、 まずそ こにあると

いえる。

おわりに

以上、デンマークにおける子 どもケアと学校教育の発展 とそり方向性、及びペダゴウを介 した連携 につ

いて述べて きた。子 どもケアは、親の就労 を支援する目的か ら、就学前後の子 どもの発達に影響を与 える

重要な時期のケアと考 えられ、また学校での学習や生活に慣れるための期間として位置づけられるように

なって きている。一方で、学校 は子 どもたちに一定の知識 を与 える場 とい う考え方から、一人ひとりの能

力を重視 し、現代社会で必要な能力をいかにつけることがで きるか、そのためにはどの ような学習環境が

必要か、 という観点から授業や教科の枠組み を変化 させ ている。結果 として両者は、従来のそれぞれの目

的からではな く、子 どもの発達や能力 といった点 を中心に活動を組み立てている といえ.る。その点では、

子どもケアも低学年の学校教育 も、同じ方向を向 き始めていると言 え、従って連携を行 うことは自然な流

れであったとも言 えるだろう。

、その一方で、学校 と学童保育所での日々の活動は同 じではない。 またある学童ペ ダゴウが 「子 どもを

『客体』 とみる教 師と 『主体』 とみるペ ダゴウ」 とい う例 を挙 げた ように、教 師とペダゴウの子 どもを見

る視点 も異なっている。しか し同じ視点ではないからこそ、子 どもの発達や学習は様々な価値観から考慮、

評価 されるのではないか。そ して、子 どもを主体 とみて、計画、到達目標を持たずに子 どもに関わるとい

うペ ダゴウの視点は、教師の視点 と合わ さる ことで、結果 として全体的、包括的な発達、学習支援 を可能

にするのではないか。

だが、 この ような子 どもケアと学校教育の連携 を、ケアの教育への統合 とみなす ことは危険である。デ

ンマークの例で もケア施設のペダゴウが学校現場で活動 してい るという点では、全 く対等 な連携ではない

と言えるか もしれない。 しか し、学校の授業の枠組みや内容の改革 と並行 し、ペダゴウの視点を子 ども¢)

学校での学習支援 にいかそうとい う観点があることも忘れてはいけない。学校教育はこれまでの教育的な

視点、教師による従来の授業、指導の枠組みにとらわれ.ないこと、 また子 どもと関わる他の様 々な分野と

連携することも考慮にいれなければならない。 日本で も、子 ども一人ひとりの 日常生活、学習環境 に影響

を与えている、様々な断片化 した活動 を整理 し、それ らを互い につ なぎ合わせてい くことを、私たちは今

後考えてい く必要があるだろう。

【注】

1)本 論文では 「保育」の代わりに 「ケア」という言葉を用いる。その理由は、日本では 「保育」 という言葉が就

学前の子 どもを対象としたサービスを表すのに用いられることが一般的であるためである。本論文では就学児

童対象の保育も総合して扱 うため、「保育」よりも 「ケア」という言葉が適すると考える。

2)自 治体による研修を受けた者が自宅で数人の子どもを預かる制度。

3)地 域によっては乳幼児託児所がなく、家庭的保育だけが3歳 以下の子どものケアを担っているというところも

ある。

4)日 本の小学校と中学校を合わせた基礎学校Q

5)デ ンマークには子どもが教育を受ける権利はあるが就学義務はない。親に教育責任があ り、フォルケスコーレ

と同等の教育を受けさせることができるなら、就学しなくてもよいと憲法で定められている。親がフォルケス

コーレでの教育よりも、自らの信条や教育観にもとついたブリスコーレ(fnskole)を 設立することも可能であ
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る。

6)デ ンマークでは、初等教育及び子 どものケア施設は、コムーネと呼ばれる市レベルの自治体の管轄と.なってい

る(全275市)。 政府は法律によって大まかな枠組みを規定しているが、学校の授業カリキ丘ラムや授業時間数、

ケアサービスの詳細については、コムーネと各学棟、ケア施設および、運営委員会(bestyrelse)に よって決定

される仕組みとなっている。運営委員会とは各学校やケア施設に設置が義務付けられていて、子どもの親がメ

ンバーの過半数を占めており、学校や施設の運営について具体的な発言及び決定権がある。

7)こ の名前は 「子どものケア施設と学校での日常生活を互いに関連させ、そこで行われる活動が全体としてひと

つのまとまりからなるように」という 「フォルケスコーレ2000重 点5.良 いスタートを一共通の基盤」の中

の構想か ら名づ けられていると考え られる。他市で も同様の取 り組みが あ り、それら.は 「全 日学校

(Heldagsskden)」 「遊びと学び(legog蓋a血g)」 「学校スター ト(skolesta並)」な どと名づけられている。

8)一 般的に、学童保育所は始業前も開設してお り、午前6時 半ごろから授業開始まで学童保育所で過ごす子ども

もいる。
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ウαentialitiesof1£centcoHaborationbetweentherh.

InDenmarktheyhavedevelopedthechi且dcaresystemthmughs㏄ialmovementsandrefb㎜sover50
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chlldrenfortheirdevelopment.Ontheotherhand,schoolshavealsochangedtheirteachingstrategiesthrough

severalrefbrms.Theyarenowpayingmoreattentiontoleaナningenvironmentfbrchildreninolder .toassuretheir

individualacademicdevelopment.

Sincel99αs,childcaπeinstitutionsandsbhoolsinDenmarkhavestartedcoH註borativeactivitiestoc箪eate

coherenceinchildreガsda晦lifb.Teachersand"Padagogs",whoarethequaliflφdpersonne1.inchi1φcare,wo汰

togetherinclassroom.In.thisway.padagogspayattentiontochi韮dpen'slivesduringclassesaswellasafterschooL

Thisarticleaisodiscussesthepossibilityofthepadagogsnewmle敦)bridgethetwosystems.
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